
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
受
領

答

弁

第

一

三

号

内
閣
衆
質
一
九
一
第
一
三
号

平
成
二
十
八
年
八
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日
に
公
表
さ
れ
た
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・

大
阪
間
整
備
検
討
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
（
以
下
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
に
お

い
て
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
に
つ
い
て
、
所
要
時
分
、
路
線
延
長
、
概
算
事
業
費
、
需
要
見
込
み
等
の
具
体
的
な
ル

ー
ト
の
選
定
の
検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
、
分
析
し
、
及
び
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
完
成

時
期
及
び
建
設
期
間
に
つ
い
て
は
、
今
後
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
公
共
事
業
の
効
率
性
」
と
は
、
費
用
便
益
分
析
と
と
も
に
、
貨
幣
換
算
す
る
こ
と
が
困
難
な
効
果
等
も
含
め

て
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
の
整
備
に
よ
り
、
北
陸
新
幹
線
が
有
す
る
太
平
洋
側
の
基
幹
交
通
に
対
す
る
代
替
補
完
ル
ー

ト
と
し
て
の
機
能
が
、
よ
り
確
実
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一



五
に
つ
い
て

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
「
全
幹
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
基
づ

き
運
輸
大
臣
が
決
定
し
た
基
本
計
画
（
以
下
単
に
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
北
陸
新
幹
線
の
主
要
な
経
過
地

と
し
て
、
長
野
市
附
近
及
び
富
山
市
附
近
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

全
幹
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備
計
画
（
以
下
単
に
「
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
主
要
な

経
過
地
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
路
線
の
建
設
に
関
し
、
全
幹
法
第
九
条
第
一
項
の
工
事
実
施
計
画
を
作
成
す

る
基
礎
と
な
る
具
体
的
な
項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

全
幹
法
第
三
条
に
お
け
る
「
中
核
都
市
」
と
は
、
全
国
的
な
視
野
に
立
っ
て
み
た
場
合
に
、
各
地
域
の
開
発
発
展
の
中
核

と
な
る
べ
き
都
市
を
い
う
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
調
査
は
、
中
間
と
り
ま
と
め
に
基
づ
き
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
に
つ
い
て
具
体
的
な
ル
ー
ト
の
選
定
の

二



検
討
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
分
析
し
、
及
び
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

基
本
計
画
の
決
定
を
目
的
と
す
る
全
幹
法
第
四
条
第
一
項
及
び
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第

二
百
七
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
又
は
整
備
計
画
の
決
定
を
目
的
と
す
る
全
幹
法
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
く

調
査
の
い
ず
れ
に
も
当
た
ら
な
い
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
毎
事
業
年
度
に
支
払
を
受
け
る
二
十
二
億
円
」
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設

・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
整
備
新
幹
線
の
区
間
の
受
益
の
程
度

を
勘
案
し
、
同
社
と
の
協
議
の
上
で
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

三


